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５
月
21
日
に
行
わ
れ
た
第

４
回
臨
時
会
（
11
頁
に
内
容

掲
載
）
で
審
議
さ
れ
た
新
庁

舎
等
建
設
地
に
あ
る
石
炭
資

料
展
示
場
な
ど
の
建
造
物
の

解
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結

議
案
は
、
事
業
費
の
高
騰
な

ど
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
て

い
な
い
状
況
で
、
庁
舎
等
建

設
に
関
す
る
事
業
は
採
決
で

き
な
い
と
の
判
断
に
至
り
、

継
続
審
査
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
６
月
定
例
会
で
再
度
、

総
務
文
教
委
員
会
に
お
い
て

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
総
務
文
教
委

員
会
の
内
容
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

住
民
説
明
会
で
出
さ

れ
た
意
見
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
説
明
を
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。新

庁
舎
建
設
に

関
し
て
住
民
へ

の
説
明
が
足
り
な
い
と
の
指

摘
を
受
け
、
冊
子
「
な
る
ほ

ど
！
納
得
！
町
の
予
算
」
で

説
明
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
庁
舎
の
み

に
53
億
円
の
事
業
費
が
か
か

る
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
の
で
、
別
冊
版
を

作
成
し
新
庁
舎
に
か
か
る
費

用
と
、
そ
れ
以
外
に
か
か
る

費
用
と
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
月
定
例
会
最
終
日

に
新
庁
舎
建
設
に
係

る
総
事
業
費
が
53
億
円
に
な

っ
て
い
る
の
を
知
り
驚
い

た
。
入
札
な
ど
で
若
干
は
事

業
費
が
下
が
る
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
以
外
に
も
防
災
こ
ど
も

広
場
の
必
要
性
な
ど
、
見
直

し
が
で
き
る
も
の
は
見
直
し

を
し
な
い
と
町
民
は
納
得
し

な
い
と
思
う
が
。基

本
設
計
を
見

直
す
と
な
る

と
、
実
施
設
計
も
白
紙
と
な

り
、
市
町
村
役
場
機
能
緊
急

保
全
事
業
債
の
適
用
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
た
め
、
見
直

し
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

実
施
設
計
を
白
紙
に

と
言
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
設
計
の
一
部
分
で

も
見
直
し
、
事
業
費
の
抑
制

を
図
る
姿
勢
が
な
い
と
町
民

は
納
得
し
な
い
と
思
う
が
。

基
本
設
計
を
基

に
実
施
設
計

に
着
手
し
て
お
り
基
本
的
な

部
分
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
で
き
る
部
分
は
行
い
ま

す
。

基
本
設
計
の
変
更
を

必
要
と
し
な
い
事
業

費
の
削
減
に
努
力
し
て
も
ら

い
た
い
。

一
円
で
も
安
く

な
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。

６月
議会

　
令
和
３
年
第
５
回
定
例
会
が
６
月
２
日
か
ら
15
日
ま
で

の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
条
例
改
正
５
件
、
専
決

補
正
予
算
１
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
そ
の
他
の

議
案
２
件
の
９
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
４

回
臨
時
会
か
ら
の
継
続
審
査
２
件
及
び
委
員
会
提
出
議
案

１
件
も
併
せ
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
請
負
契
約
の
締
結
議
案
を
可
決

　
　

         　
○  

庁
舎
等
建
設
事
業 

鞍
手
町
庁
舎
等
建
設
地
内
解
体
工
事

　
　
　

            　
（
１・
２
工
区
）
請
負
契
約
の
締
結

問

問

問 主
な
質
疑

総
務
課
長

　
庁
舎
等
建
設
事
業
は
、
防

災
拠
点
と
し
て
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
将
来
構
想
を
踏

ま
え
て
慎
重
な
取
り
扱
い
が

必
要
で
あ
る
が
、
庁
舎
建
設

や
周
辺
施
設
の
整
備
に
係
る

費
用
は
、
当
初
計
画
よ
り
建

築
コ
ス
ト
の
上
昇
や
解
体
工

事
、
開
発
範
囲
拡
大
に
伴
う

費
用
、
そ
の
他
諸
費
用
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
予
算
執
行
に
お

い
て
は
、
予
算
内
容
を
精
査

し
、
入
札
等
の
結
果
に
よ
る

二
次
的
な
結
果
に
期
待
す
る

こ
と
な
く
、
関
連
予
算
の
縮

減
に
努
め
、
事
業
費
の
削
減

に
努
力
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
町
民
に
対
す
る
説

明
は
誤
解
を
招
く
こ
と
な

く
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
説
明

に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民

に
納
得
の
い
く
庁
舎
建
設
の

円
滑
な
実
施
に
向
け
最
善
を

尽
く
す
こ
と
。

附
帯
意
見

総
務
課
長

問 総
務
課
長

総
務
課
長

　

現
在
、
住
民
世
論
は「
53

億
円
は
か
け
過
ぎ
」「
計
画
は

コ
ン
パ
ク
ト
に
見
直
し
を
」

「
一
旦
立
ち
止
ま
れ
」
と
言

う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
町
長
は
、
か
つ
て
新
庁
舎

建
設
の
基
本
方
針
に
財
政
状

況
を
踏
ま
え
た
コ
ン
パ
ク
ト

な
施
設
、
将
来
に
大
き
な
負

担
を
残
さ
な
い
適
正
な
規
模

の
庁
舎
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
住
民
の
合
意
の
な
い
ま
ま

総
事
業
費
53
億
円
の
中
に
含

ま
れ
る
解
体
工
事
の
契
約
議

案
を
通
す
こ
と
は
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
通
り
に
進
め
る
と
言

わ
ん
ば
か
り
の
態
度
で
あ

り
、
到
底
認
め
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
行
計
画
を
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
、
住
民
へ
の
情
報
公

開
を
急
ぐ
こ
と
、
住
民
意
見

を
募
集
す
る
こ
と
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
計
画
へ
見
直
す
こ

と
。
こ
の
４
つ
の
点
を
要
求

し
て
反
対
討
論
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
西
藤　
典
子

総
務
文
教
委
員
会
で
は
、
採
決
に
あ
た

り
次
の
附
帯
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

討　

論
反
対
討
論
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
搭
載
さ
れ
る

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

を
用
い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
住

民
票
の
写
し
な
ど
各
種
証
明

書
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
）。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

は
、
鞍
手
町
に
あ
る
店
舗
に

限
ら
ず
、
全
国
の
店
舗
で
利

用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
役

場
窓
口
の
閉
庁
時
間
に
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用

時
間
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も

必
要
な
と
き
に
最
寄
り
の
店

舗
で
利
用
で
き
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
の
端
末
機

を
使
い
証
明
書
を
交

付
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

申
請
が
適
正
な
の
か
は
ど

こ
で
判
断
す
る
の
か
。マ

イ
ナ

ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
い
交
付
申
請

し
ま
す
が
、
カ
ー
ド
に
設
定

し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
適
正
な

申
請
な
の
か
を
判
断
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
全
性
が
気
に
な
る

が
、
指
針
等
が
あ
る

の
か
。

コ
ン
ビ

ニ
交
付

は
専
用
の
回
線
を
使
っ
て

お
り
、
シ
ス
テ
ム
上
の
安
全

性
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

※質疑の内容、答弁は紙面の都合上、要約しています。
　会議録は、鞍手町ホームページや議会事務局で閲覧できます。
　尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますのでご了承ください。

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
等
の
写
し
を
交
付
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

問

　

現
在
の
鞍
手
町
農
業
委
員

会
委
員
の
任
期
が
令
和
３
年

７
月
19
日
を
も
っ
て
満
了
す

る
こ
と
か
ら
、
新
し
く
13
名

の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
全

員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

○
任
期

　

令
和
３
年
７
月
20
日
か
ら

　

令
和
６
年
７
月
19
日
ま
で

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

浦
う ら べ

部　 篤
あつし

 氏
（長谷）

遠
えんどう

藤　幸
ゆ き お

男 氏
（古門）

島
しまなか

仲　繁
し げ お

雄 氏
（室木）

香
か つ き

月　宏
こういち

一 氏
（木月）

深
ふかくさ

草　雄
ゆうすけ

介 氏
（長谷）

小
こ な が み つ

長光　隆
たかし

 氏
（中山）

筒
つ つ い

井　浩
ひろかず

一 氏
（古門）

田
た な か

中　 勉
つとむ

 氏
（中山）

栗
く り た

田　英
ひでひろ

洋 氏
（中山）

幸
こ う だ

田　 剛
つよし

 氏
（小牧）

白
しらいし

石　信
のぶゆき

幸 氏
（上木月）

花
は な だ

田　貴
た か し

志 氏
（新延）

栗
く り た

田　美
よしかず

和 氏
（中山）

主
な
質
疑

税
務
住
民
課
長

問税
務
住
民
課
長

▲コンビニ交付サービスについて
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振

る
う
中
、
我
が
国
で
は
令
和

２
年
４
月
７
日
に
改
正
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
に
基
づ
く
初
の
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
は

大
き
く
制
約
を
受
け
て
い

る
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
国
の
緊
急
事
態
宣
言

の
発
令
を
受
け
、
県
民
生
活

は
も
と
よ
り
、
特
に
検
査
・

医
療
・
救
急
搬
送
の
現
場
は
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
危
機
に
直
面
し
て
い

る
。

　

全
国
的
に
特
に
医
療
従
事

者
が
、
い
わ
れ
な
き
偏
見
や

差
別
を
受
け
て
い
る
と
の
不

本
意
な
報
道
が
あ
る
中
、
本

県
に
お
い
て
感
染
者
数
が
減

少
傾
向
に
向
か
っ
て
い
る
の

は
、
感
染
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ

れ
な
が
ら
緊
張
が
続
く
現
場

で
の
医
療
従
事
者
の
方
々
の

自
ら
の
危
険
を
顧
み
ぬ
献
身

的
な
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
本
町
議
会
は
、

医
療
従
事
者
を
は
じ
め
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
携

わ
っ
て
い
る
全
て
の
人
々
に

対
し
、
最
大
限
の
敬
意
と
感

謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
活
動
を
全
面
的
に

力
強
く
支
え
る
議
会
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。

　
　
　
以
上
、
決
議
す
る
。

※
「
決
議
」
と
は

　
議
会
が
行
う
事
実
上
の
意

思
形
成
行
為
で
、
政
治
的
効

果
を
ね
ら
う
こ
と
、
議
会
の

意
思
を
対
外
的
に
表
明
す
る

こ
と
が
必
要
な
ど
の
理
由
で

な
さ
れ
る
議
決
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。 

添
田　
政
勝

野
口
美
恵
子

田
中
二
三
輝

宇
田
川　
亮

新
谷　
留
晴

篠
原　
哲
哉

有
働　
徳
仁

栗
田　
美
和

許
斐　
英
幸

西
藤　
典
子

的
野　
信
之

須
山
由
紀
生

議決
結果

印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決
デジタル社会の形成を図るための関係法律の整
備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

定住促進奨励金交付条例の一部改正 ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決

専決処分の承認（令和 3 年度一般会計補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 3 年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決

地方独立行政法人くらて病院定款の一部変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

財産の出資 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
庁舎等建設事業　鞍手町庁舎等建設地内解体工
事 ( １工区）請負契約の締結 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決
庁舎等建設事業　鞍手町庁舎等建設地内解体工
事 ( ２工区）請負契約の締結 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決

令和３年第５回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
議長は裁決には加わりません。○は賛成、●は反対を表しています

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
戦
う

　
医
療
従
事
者
に
対
し
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
決
議

▲新型コロナウイルスと戦う医療従事者の
　皆様に感謝申し上げます。
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知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と

5 人が
一般質問

５．野
の ぐ ち

口美
み え こ

恵子　議員・・・・・・・・・・・10

・�新庁舎建設について
・小学校について
・ふるさと納税について
・町民グラウンドについて

４．宇
う た が わ

田川　亮
あきら

　議員・・・・・・・・・・・９

・防災対策について

３．西
さい と う

藤 典
の り こ

子　議員・・・・・・・・・・・８

１．有
う ど う

働 徳
のり ひ と

仁　議員・・・・・・・・・・・６

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点に
ついて質問することです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、広報委員会が校正したもの
です。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。
※尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承下さい。

２．田
た な か

中二
ふ み き

三輝　議員・・・・・・・・・・・７

・�要望書の取り扱いについて

・新庁舎建設の見直しについて�
・�生理の貧困について

・�ワクチン接種について
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新
庁
舎
に
く
ら
じ
の

郷
の
機
能
が
移
転
す

る
が
、
二
つ
も
の
施
設
が
必

要
か
。

今
後
は
、
く
ら

じ
の
郷
を
町
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
費
の
削

減
の
考
え
は
。

新
庁
舎
等
建

設
事
業
に
要

す
る
総
事
業
費
約
53
・
２
億

円
は
現
段
階
の
概
算
事
業
費

で
す
。
基
本
設
計
で
は
必
要

な
経
費
を
最
大
限
見
込
み
、

事
業
費
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
や
部
材
設
備
の
代
替
案

の
採
用
な
ど
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
現
段
階
で
設
備
を

含
む
本
体
工
事
費
を
１
億

円
程
度
削
減
で
き
る
予
定

で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
建
築
コ
ス
ト
の

増
加
も
考
え
ら
れ
、
今
後
も

よ
り
一
層
、
事
業
費
の
削
減

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
額
の
建
設
費
が
か

か
る
が
、
こ
れ
に
よ

り
住
民
税
が
引
き
上
が
る
事

は
な
い
の
か
。

地
方
税

法
に
基

づ
い
た
標
準
税
率
を
使
っ

て
い
ま
す
の
で
、
上
が
る

こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

現
庁
舎
の
解
体
費
は

こ
の
建
設
費
の
中
に

含
ま
れ
る
の
か
。

現
庁
舎
の
解

体
費
用
は
、

総
事
業
費
の
う
ち
１
億
１
８

６
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

統
廃
合
が
現
実
に
な

っ
た
場
合
、
新
し
い

小
学
校
を
建
設
す
る
予
算

は
。

本
年
４
月
よ

り
教
育
課
に

教
育
環
境
整
備
係
を
設
置

し
、
附
属
機
関
と
し
て
町
立

小
学
校
の
統
合
に
向
け
た
あ

り
方
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
準
備
を
進
め
て
い
る
段

階
で
す
の
で
、
統
廃
合
に
伴

う
建
設
費
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
お
示
し
で
き
る
数
値
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
概

要
は
。

本
町
で

は
平
成

20
年
度
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税

に
取
り
組
み
平
成
28
年
度
か

ら
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
を

利
用
し
寄
附
の
募
集
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
令
和
２
年
度
の

寄
附
額
は
、
４
１
０
８
件
、

５
５
０
５
万
４
千
円
で
し

た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
活

用
し
た
い
区
分
を
選

べ
る
が
、
そ
の
運
用
は
。

①
ま
ち

の
基
盤

整
備
及
び
自
然
並
び
に
環
境

保
全
に
関
す
る
事
業
に
９
２

４
万
円
。

②
安
全
安
心
に
関
す
る
事
業

に
５
２
４
万
円
。

③
子
育
て
支
援
及
び
未
来
を

担
う
子
ど
も
の
教
育
環
境
並

び
に
生
涯
学
習
の
充
実
に
関

す
る
事
業
に
１
４
４
９
万
円

。④
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
福

祉
の
充
実
並
び
に
健
康
に
関

す
る
事
業
に
８
４
６
万
円
。

⑤
地
域
産
業
振
興
に
関
す
る

事
業
に
４
８
３
万
円
。
⑥
歴

史
ま
た
は
文
化
の
継
承
に
関

す
る
事
業
に
３
９
６
万
円
を

、
寄
附
者
が
指
定
し
た
区
分

に
予
算
充
当
し
て
い
ま
す
。

近
隣
の
市
町
村
に
比

べ
鞍
手
町
の
状
況
は
。

他
市
町

村
に
比

べ
る
と
寄
附
額
は
伸
び
て
い

ま
せ
ん
が
、
昨
年
度
の
２
月

頃
か
ら
急
激
に
納
税
額
が
伸

び
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
お
う
ち
時
間
が
増
え
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
機
会

が
増
加
し
た
こ
と
、
返
礼
品

に
緊
急
支
援
品
等
を
掲
載
し

た
こ
と
が
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
議
員
も
言
わ
れ
る
よ
う
に

貴
重
な
財
源
で
あ
り
ま
す
の

で
、創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
、

寄
附
の
募
集
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

有働　徳仁 議員

問
町長

▲新型コロナウイルス感染症対策のためマスクを着用しています。

「官民を問わず最適な
　　　　　　利活用方法を模索したい」

問 問

問問

問

年間 4,200 万円以上のマイナス収支
　　　となる「くらじの郷」の今後は？

町 

長
総
務
課
長

小
学
校
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問

問

問そ
の
他
「
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
つ
い
て
」
の
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

税
務
住
民
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長
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町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
要
望
は
数
々
あ
る

と
思
う
が
、
相
談
者
の
口
頭

の
み
で
受
理
す
る
も
の
、
ま

た
は
要
望
書
等
の
提
出
を
求

め
る
も
の
が
あ
る
の
か
。

文
書
だ
け
で
は

な
く
口
頭
の
み

も
あ
り
ま
す
。

要
望
書
を
求
め
る
場

合
、
区
長
名
で
提
出

す
る
と
理
解
し
て
い
る
が
。

要
望
書
は
区
長

に
よ
る
要
望
書

の
み
で
な
く
団
体
か
ら
と
い

う
の
も
あ
り
ま
す
。

個
人
の
方
で
区
に
加

入
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
区
長
名
で
の
提
出
を

指
導
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
は
、
区
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
方
に
関
し
て
は
、

個
人
名
の
要
望
書
の
提
出
で

い
い
の
か
。

内
容
に
も
よ
り

ま
す
が
個
人
の

方
の
要
望
書
を
受
け
付
け
る

こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

要
望
書
の
対
応
に
は

ル
ー
ル
が
あ
る
の
か
。

各
課
そ
れ
ぞ
れ
慣
例
に
よ
り

受
付
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

ル
ー
ル
は
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
の
内
容
を
受
け
付
け
た

所
管
課
が
文
書
な
り
口
頭
な

り
で
町
長
ま
で
報
告
し
て
、

そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
と
い

う
の
が
現
状
で
す
。

す
ぐ
の
対
応
を
期
待

し
要
望
し
て
い
る
。

具
現
化
に
時
間
が
か
か
る

要
望
や
、
対
応
が
出
来
な
い

要
望
の
返
事
は
早
く
し
な
い

と
い
け
な
い
と
思
う
が
。

で
き
る
だ
け
早

く
要
望
に
対
す

る
結
果
を
報
告
し
た
い
と
思

い
ま
す
。要

望
を
具
現
化
す
る

場
合
に
経
費
等
が
必

要
に
な
る
と
思
う
が
、
優
先

順
位
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て

い
る
の
か
。

優
先
順
位
は
、

そ
の
内
容
に
よ

り
決
ま
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
要
望
が
地
域
住

民
に
と
り
生
活
環
境

の
改
善
に
大
き
く
関
わ
る
と

な
れ
ば
、
予
算
が
か
か
る
と

し
て
も
具
現
化
す
る
努
力
が

必
要
と
考
え
る
が
。

住
民
の
要
望
に

応
え
た
い
、
具

現
化
し
た
い
と
の
思
い
は

常
々
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
れ
は
な
か
な
か
難

し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

先
日
行
わ
れ
た
新
庁

舎
に
関
す
る
住
民
説

明
会
に
お
い
て
参
加
者
か

ら
、
町
長
が
そ
の
参
加
者
の

お
宅
に
訪
問
し
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
石
炭
資
料

館
の
存
続
と
コ
ン
パ
ク
ト
な

新
庁
舎
建
設
を
求
め
る
要
望

書
の
提
出
を
求
め
た
と
の
内

容
の
発
言
が
あ
っ
た
の
は
事

実
か
。

内
容
は
多
少
違

い
が
あ
り
ま
す

が
、
要
望
書
の
お
話
が
あ
っ

た
こ
と
は
事
実
で
す
。

町
長
が
そ
の
方
の
お

宅
に
行
っ
て
要
望
書

の
提
出
を
依
頼
し
た
と
い
う

理
解
で
よ
い
か
。

私
は
町
長
就
任

当
時
か
ら
庁
舎

建
設
に
つ
い
て
住
民
の
生
の

声
を
聞
き
た
い
、
そ
し
て
参

考
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し

て
も
ら
っ
て
、
庁
舎
建
設
の

参
考
に
し
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
。

相
談
に
お
伺
い
し
た

こ
と
の
是
非
は
、
町

長
自
身
が
整
理
し
、
反
省
す

べ
き
と
こ
ろ
は
反
省
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

要
望
書
の
提
出

に
つ
い
て
、
受

付
の
ル
ー
ル
な
ど
は
っ
き
り

と
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ

の
都
度
、
受
付
を
し
、

具
現
化
す
る
た
め
の
努
力
は

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
声
を
聞
き

た
い
と
い
う
こ
と
を
常
々
申

し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
も
、
こ
ち
ら
か
ら
お
話

を
し
た
こ
と
が
要
望
書
の
提

出
の
ル
ー
ル
に
そ
ぐ
う
の
か

そ
ぐ
わ
な
い
の
か
、
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問
　
町
長
は
要
望
書
の
提
出
を
求
め
た
の
か
？

　「
参
考
意
見
と
し
て
求
め
ま
し
た
」

町
長

田中二三輝 議員

問問

問

問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

問

総
務
課
長

問総
務
課
長

問

問問

問

町 
長

町 

長
町 

長

町 

長
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冊
子
の
全
戸
配
布
の

状
況
は
。５

月
の
住
民

基
本
台
帳
上

の
総
世
帯
数
は
７
４
３
２
世

帯
、
広
報
等
の
文
書
配
布
状

況
は
、
区
を
通
じ
３
８
０
５

世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

約
半
数
の
配
布
状
況

だ
が
、
手
数
料
を
払

っ
て
で
も
全
戸
に
配
布
す
る

体
制
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

そ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
現
在
内

部
で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
疑

問
に
応
え
、
周
知
を

図
っ
た
後
、
意
見
の
集
約
は

ど
う
さ
れ
る
の
か
。

庁
舎
の
建
て
替

え
と
周
辺
施
設

整
備
を
行
う
新
庁
舎
等
建
設

事
業
は
、
計
画
段
階
で
は
な

く
、
す
で
に
事
業
を
執
行
し

て
い
る
段
階
と
と
ら
え
て
い

ま
す
の
で
、
現
時
点
で
意
見

を
集
約
す
る
と
い
う
こ
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

「
町
は
町
民
に
も
っ
と

わ
か
り
や
す
く
知
ら

せ
、
町
民
の
意
見
を
聞
く
べ

き
。」
と
言
う
声
が
あ
る
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
な
ど
の

考
え
は
。

そ
の
こ
と
に
つ

い
て
も
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

「
事
後
報
告
で
は
な
く

途
中
経
過
報
告
が
知

り
た
い
。」「
新
庁
舎
に
か
け

る
分
を
削
っ
て
、
福
祉
や
介

護
、
学
校
予
算
な
ど
に
回
し

て
ほ
し
い
。」
な
ど
の
意
見

を
踏
ま
え
、
現
在
の
計
画
を

見
直
す
考
え
は
。

住
民
説
明
会
で

も
参
加
者
よ
り

見
直
し
に
つ
い
て
様
々
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
一
方
で
、
現
計
画
を
支

持
す
る
意
見
も
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
私
は
行
政
の

長
と
し
て
、
こ
の
新
庁
舎
建

設
事
業
を
将
来
の
町
づ
く
り

を
見
据
え
た
う
え
で
必
要
な

事
業
と
判
断
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
見
直
す
考
え
に
つ
い

て
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｗ
Ａ

Ｓ
Ｈ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
」

が
２
０
１
４
年
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
、５
月
28
日
を
「
世

界
月
経
衛
生
デ
ー
」
と
し
て

祝
う
こ
と
の
意
図
は
。

月
経
に
対
す

る
沈
黙
を
破

っ
て
社
会
の
意
識
を
変
え
る

こ
と
。
世
界
・
国
家
・
地
域

の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
、

意
思
決
定
者
に
、
月
経
に
関

す
る
制
度
の
政
治
的
優
位
性

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
そ
の
必
要
性
が

改
め
て
認
識
さ
れ
各
地
で
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
女

性
が
健
康
で
安
心
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
等
と
同
等
の
必
需

品
と
し
て
、
公
共
施
設
、
特

に
学
校
の
ト
イ
レ
の
個
室
に

生
理
用
品
を
配
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

今
の
と
こ
ろ
学

校
の
ト
イ
レ
に

配
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
町
内
の
小
中
学
校
で

は
、
生
理
用
品
を
保
健
室
に

準
備
し
て
お
り
ま
す
。
児
童

生
徒
に
は
保
健
室
に
行
け
ば

配
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

 

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

問

問問

問問

問

問

新庁舎建設についての情報公開は？

西藤　典子 議員

「紙面による周知を
行うこととしました」町長

総
務
課
長

問

教
育
課
長

教
育
長

▲福岡県では新型コロナウイルス感染症の影響で生
理用品を十分に入手できない女性を支援するため、
災害救助用備蓄生理用品の無償配布を行いました。 

町 

長

町 

長
町 

長

町 

長
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
つ
い
て
、

現
在
の
状
況
は
。

６
月
１

日
現
在

で
は
75
歳
以
上
の
方
は
３
１

６
８
名
。
予
約
者
２
４
０
８

名
。
予
約
率
76
％
。
70
～
74

歳
の
方
が
１
７
６
２
名
。
予

約
者
１
３
６
７
名
。
予
約
率

77
・
５
％
で
す
。
65
～
69
歳

の
方
は
１
３
１
４
名
で
す

が
、
予
約
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
の
で
、
ま
だ
集
計
中

で
す
。副

反
応
の
状
況
は
。

ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
報
告
は
受

け
て
い
ま
せ
ん
が
、
じ
ん
ま

疹
で
入
院
治
療
さ
れ
た
方
が

１
件
、
接
種
部
位
の
痛
み
等

で
く
ら
て
病
院
を
受
診
さ
れ

た
方
が
２
件
と
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。

予
約
段
階
や
接
種
場

所
に
お
け
る
混
乱
は
。

５
月
10

日
よ
り

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
接
種
場

所
で
の
大
き
な
混
乱
は
起
こ

っ
て
い
ま
せ
ん
。

予
約
に
つ
い
て
は
、
第
１

回
目
の
予
約
時
に
先
着
順
と

し
た
た
め
大
変
混
乱
を
招
き

ま
し
た
が
、
２
回
目
以
降
は

抽
選
方
式
に
変
更
し
た
の
で

大
き
な
混
乱
は
あ
っ
て
い
ま

せ
ん
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な

っ
た
例
が
２
例
あ
り
ま
し
た

が
、
く
ら
て
病
院
・
役
場
職

員
が
急
遽
接
種
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た

場
合
の
今
後
の
対
応

は
。

県
の
指

針
に
該

当
す
る
役
場
職
員
と
併
せ
、

小
中
学
校
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、
保
育
所
な
ど
の
児
童

福
祉
施
設
、
幼
稚
園
の
職
員

で
接
種
対
象
者
リ
ス
ト
を
作

成
し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
時
の
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
が
順
調
に

供
給
さ
れ
た
場
合
、

い
つ
頃
16
歳
以
上
の
全
町
民

が
接
種
し
終
わ
る
の
か
、
今

後
の
予
定
は
。

現
在
７

月
末
ま

で
し
か
日
程
調
整
を
し
て
い

ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
早
い
段

階
で
59
歳
以
下
の
方
の
接
種

日
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

示
し
て
い
き
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

が
必
要
な
方
の
優
先

順
位
を
上
げ
て
い
く
考
え

は
。

65
歳
以
上
の
方

の
接
種
を
終
え

た
後
、
基
礎
疾
患
を
も
た
れ

て
い
る
64
歳
以
下
の
方
の
接

種
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
学
校
や
保
育
所
の
先
生

や
職
員
等
に
つ
い
て
並
行
し

て
接
種
す
る
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。

問

問

問

宇田川　亮 議員

問
 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
が
必
要
な
方
へ
の

　
　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
優
先
す
べ
き
で
は
？

　「
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
と
並
行
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
接
種
し
て
い
き
ま
す
」

町
長

▶福岡県での６５歳以上のワクチン接種率（2 回目）は
　58％となっている（7 月１８日時点）。

問

問問町 

長

保
険
健
康
課
長

保
険
健
康
課
長

保
険
健
康
課
長

保
険
健
康
課
長

保
険
健
康
課
長
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災
害
時
に
弱
者
と
言

わ
れ
て
い
る
人
た
ち

を
避
難
所
に
誘
導
す
る
上
で

の
具
体
的
な
対
策
は
。

　

災
害
時
に
お
い

て
避
難
の
際
に

支
援
が
必
要
な
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
元
の
自
主
防
災

組
織
と
役
場
、
消
防
署
、
消

防
団
が
連
携
し
て
避
難
誘
導

を
行
い
ま
す
。

防
災
無
線
が
聞
き
取

り
に
く
い
の
で
、
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
内
容
を
確

認
で
き
な
い
か
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
災
害
時
の
情
報
発
信
と
し

ま
し
て
は
、
Ｋ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ

の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ｄ
ボ
タ

ン
を
押
す
と
情
報
が
取
得
で

き
ま
す
。

　
広
報
で
も
周
知
を
し
て
い

ま
す
が
、
よ
り
住
民
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

今
回
、
令
和
３
年
度
よ
り
、

ｄ
ボ
タ
ン
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
災
の
日
の
件
に
つ

い
て
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
。

町
と
し
て
は
将

来
的
に
防
災
の

日
を
設
け
、
１
年
に
１
回
、

町
内
一
斉
に
各
自
主
防
災
組

織
を
主
体
と
し
た
防
災
訓
練

等
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
時
点
で
は
一

部
を
除
き
自
主
防
災
組
織
ご

と
で
の
防
災
訓
練
等
を
行
え

る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
町
主
体

の
防
災
訓
練
等
を
年
数
回
実

施
し
、
各
自
主
防
災
組
織
の

防
災
意
識
の
高
揚
並
び
に
知

識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
現
在
も

そ
の
考
え
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
年
も
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
た
め
３
回
分
の

講
師
謝
礼
及
び
手
話
通
訳
謝

礼
を
予
算
計
上
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
年
も
今
の
と
こ
ろ
コ

ロ
ナ
の
状
況
次
第
で
、
こ
の

訓
練
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
な
る
か
今
の
と
こ
ろ
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
実
施
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
見

直
し
の
時
期
に
変
更

は
。

庁
舎
移
転
に
合

わ
せ
て
そ
の
時

に
見
直
し
た
い
と
い
う
考
え

は
今
の
と
こ
ろ
変
わ
り
ま
せ

ん
。

問町 

長

野口美恵子 議員

問
町長

問

問

問

町 

長

災害時に弱者を避難所に
　誘導する上での具体的な対策は？

「地元の自主防災組織と役場、消防署、
　消防団が連携して避難誘導を行います」

▲鞍手町ハザードマップ

▲避難訓練の様子（イメージ）

町 

長
町 

長
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地
デ
ジ
デ
ー
タ
放
送

広
報
サ
ー
ビ
ス
で
は

ど
の
よ
う
な
情
報
発
信
を
す

る
の
か
。

Ｋ
Ｂ
Ｃ
九
州

朝
日
放
送
の

ｄ
ボ
タ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
防
災
緊
急
情
報
を
は
じ

め
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

情
報
や
暮
ら
し
の
情
報
な
ど

を
発
信
す
る
予
定
で
す
。

　

４
月
28
日
第
３
回
臨
時
会

が
行
わ
れ
、
専
決
処
分
の
承

認
２
件
、
補
正
予
算
２
件
、

そ
の
他
の
議
案
２
件
及
び
委

員
会
提
出
議
案
１
件
の
計
７

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
臨
時
会

鞍手町政策推進課政策係　TEL.0949-42-2111

問

総
務
課
長

そ
の
他
の
議
案　
　
　
　
　
○
＝
全
員
賛
成
で
可
決
ま
た
は
承
認

○
専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

○
専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

○
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

専
決
処
分
の
承
認
（
道
路
改
良
事
業
本
町
・
今
村
線
外
１
路
線
道
路
改
良

工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
第
１
回
）

○
山
陽
新
幹
線
小
倉
・
博
多
間
長
谷
第
２
こ
線
橋
補
修
工
事
基
本
協
定
の
締
結

主
な
質
疑

●
一
般
会
計
補
正
予
算　
▲
賛
成
７
・
反
対
４
で
可
決

町
の
お
知
ら
せ
を
テ
レ
ビ
で
チ
ェ
ッ
ク
‼

　
　
　
　
　
地
デ
ジ
デ
ー
タ
放
送
広
報
サ
ー
ビ
ス
使
用
料
を
追
加

先
日
行
わ
れ
た
新
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
の

住
民
説
明
会
の
内
容
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
住
民
の
意
見
の
比
率

は
反
対
意
見
が
多
い
と
感
じ

る
。
ま
た
住
民
の
意
見
に
対

す
る
回
答
も
な
い
な
か
、
解

体
工
事
の
議
案
が
出
る
こ
と

に
関
し
て
の
説
明
は
。

説
明
会
の
中
で

反
対
意
見
が
多

か
っ
た
こ
と
は
承
知
を
し
て

い
ま
す
。
住
民
の
方
の
意
見

に
対
し
私
は
懇
切
丁
寧
に
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。町

長
は
大
半
の
町
民

が
納
得
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
の
か
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
早
く
町
民
が
納
得

し
う
る
説
明
を
行
わ
な
い
と

い
け
な
い
の
で
は
。

庁
舎
建
設
に
係

る
総
事
業
費
の

53
億
が
す
べ
て
庁
舎
の
み
に

使
わ
れ
る
と
誤
解
を
招
い
た

の
は
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
得
し

た
か
推
し
量
る
の
は
難
し
い

で
す
が
、
私
の
中
で
は
納
得

い
た
だ
い
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。町

民
か
ら
納
得
で
き

な
い
と
い
う
声
を
た

く
さ
ん
聞
い
て
い
る
。
し
っ

か
り
と
説
明
し
納
得
を
も
ら

え
る
よ
う
な
方
策
は
な
い
の

か
。

毎
年
配
布
し
て

い
ま
す
冊
子

「
な
る
ほ
ど
!
納
得
!
町
の

予
算
」
に
お
い
て
、
住
民
説

明
会
の
反
省
を
踏
ま
え
、
住

民
の
方
に
よ
り
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
説
明
を
行
う
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
21
日
第
４
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
新

庁
舎
等
建
設
地
内
に
あ
る
石

炭
資
料
展
示
場
、
埋
蔵
文
化

財
収
蔵
庫
及
び
町
民
プ
ー
ル

施
設
等
の
解
体
工
事
に
伴
う

請
負
契
約
の
締
結
で
す
。

　

し
か
し
、
議
会
で
は
４
月

に
行
わ
れ
た
新
庁
舎
建
設
に

関
す
る
住
民
説
明
会
に
お
い

て
建
設
事
業
費
の
高
騰
な
ど

新
庁
舎
等
の
建
設
を
不
安
視

す
る
住
民
の
意
見
が
多
数
あ

っ
た
こ
と
に
対
し
、
町
は
そ

の
意
見
に
対
す
る
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
な
い
と
の
質

問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
総
務
文
教
委
員

会
で
は
住
民
の
理
解
を
得
ら

れ
る
説
明
資
料
等
の
確
認
が

と
れ
る
ま
で
、
こ
の
議
案
は

継
続
し
て
審
議
す
べ
き
と
判

断
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
解
体

工
事
に
関
す
る
議
案
の
採
決

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問

問

問

第
４
回
臨
時
会

 

新
庁
舎
の
建
設
は
町
民
の
理
解
を
得
て
い
る
の
か
？

　
●
庁
舎
等
建
設
事
業 

鞍
手
町
庁
舎
等
建
設
地
内
解
体
工
事
（
１・
２
工
区
）
請
負
契
約
の
締
結

主
な
質
疑

町 

長
町 

長

①
②

③

④

⑤

①石炭資料展示場及びプレハブ倉庫
②埋蔵文化財収蔵庫及びプレハブ倉庫
③プール及びプール建屋
④蒸発散施設及び陶芸教室棟
⑤博物館奥プレハブ倉庫

中央公民館

▲データ放送サービスの案内チラシ

町 

長
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コロナワクチン接種

新型コロナウイルス対策に関する議会の傍聴について
　新型コロナウイルス感染症対策として、６月議会の傍聴については極力ご遠慮をお願いいた
しました。町議会に関心を寄せていただいている皆様にはご迷惑をおかけし、お詫び申し上げ
ます。しかし、未だコロナウィルスは消滅しておらず、9 月議会も 6
月議会と同様に下記の項目についてご協力いただきますようお願いい
たします。
１．発熱や咳等の症状があるなど体調がすぐれない方は傍聴をご遠慮
　　ください。
２．マスクを着用し咳エチケットにご配慮ください。
３．備え付けの手指消毒液で消毒したうえで傍聴してください。
４．本会議の傍聴席は通常 30 名を最大 10 名に制限させていただきます。
　傍聴をご希望の皆様にはご不便をおかけすることになりますが、ご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。※なお、新型コロナウイルス感染症については日々状況が変化しており、
それに伴い対応方針（開会時間、日程等）が変更する場合がありますのでホームページ等で随
時お知らせいたします。

問い合わせ　議会事務局　☎42局 2111番（内線331）
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。
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表紙の紹介

　新型コロナウイルス感染症による死亡者
や重症者の発生をできる限り減らし、コロ
ナウイルス感染症のまん延防止を図ること
を目的とするワクチン接種。
　日本では今年２月から医療従事者を皮切
りに開始され、接種率も加速している模様
です。
　ワクチンの安定供給や、接種後の副反応、
変異株への効果など不安な部分も報道され
ていますが、コロナウイルスの感染拡大防
止につながることを期待せずにはいられま
せん。


